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2-9 先進的な科学技術教育 

 
 科学技術教育にも、学校による一般的な教育活動とは別に、さまざまな取り組みが出て

きています。これまでに、教育プログラムの合宿形式や学校形式による提供、教育ツール

開発の支援、生徒の科学研究への参画機会の提供といった活動が試行されています。こう

した取り組みにおいても、明確なターゲット設定、ターゲット層の関心とテーマ・内容の

マッチング、参加したくなる魅力の工夫・演出など、基本的なポイントを押さえることが、

理解増進効果を得ていくために必要となります。 
 
(1) 明確なターゲット設定に沿ったプログラム方針 

① 理数系に強い高校生を対象に、バランスよいカリキュラム開発を目指す 
 科学技術振興機構（JST）は、高校生を対象に、科学技術体験学習、研究者との対話、参

加者同士の交流を、学校の休業期間中に合宿形式（2 泊 3 日以上）で行う「サイエンスキャ

ンプ」を主催しています。参加者は公募し、2007 年 3 月には大学、公的研究機関、民間企

業など 25 会場で実施しました。先進的な研究現場での実体験や、第一線の研究者・技術者

の講義や指導を通じて、青少年の創造性や知的探求心を育てることを狙いとしています。 
 サイエンスキャンプではこれまで、教員の協力を得ながらカリキュラムに沿ったプログ

ラムを開発してきました。高校のカリキュラムを踏まえ、先進的な科学技術や基礎研究を

高校生が理解できるプログラムにするための努力を重ねてきています。 
 
② ターゲットを切り分け、階層別にコース設計 
 宇宙航空研究開発機構（JAXA）の宇宙教育センターは、青少年・教育者参加プログラム

の一環として「コズミックカレッジ」を企画・運営しています。参加者を公募し、毎年独

自のプログラムを用意して、全国十数ヵ所で実施する活動です。テーマとしては宇宙を中

心とした科学全般を扱っており、科学への興味を高め、科学好きの青少年の輪を広げるこ

とを目的としています。 
コズミックカレッジでは、年齢層（学年）に沿って 4 つのターゲットを設定し、それぞ

れに適した内容のコースを設計しています。小中学生向けには、考え方の基礎になるもの

を提供していくことを狙いとして、高校生向けには、進路を決める時期であることを配慮

して、それぞれ教育内容を組み立てています。 
 
■「コズミックカレッジ」の 4 つのコース 
コース ターゲット層 内容 

高校生向けコース 高校生 進路を考える上での援助を目的に宇宙開

発・宇宙科学の現場を体験する 
今までのコズミックカレッジに参加して、宇

宙の仕事を目指している人に対して推奨 
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アドバンスドコース 小 6～中 3 宇宙・宇宙開発について、専門性を入れなが

ら生活の中の科学、身近な科学を取り込んで

学ぶ 
ファンダメンタルコース 小 5～中 2（原則） 身近な自然の事象の中に疑問を見出し、観

察、実験等を通して自然を探求し宇宙、自然、

生命およびその科学に親しむ 
キッズコース 小 1～小 4 およびその保護者 

（原則） 
自分を取り巻く身近な自然への関心を高め

直接体験を通して自然に親しみ、驚きや楽し

さを味わう 
（出典）宇宙教育センターWeb サイトに基づいて㈱ノルドが作成 

 
(2) テーマ・内容を、対象者の関心に合わせる 

① 主テーマをさまざまなものとの関連の中で語る 
 コズミックカレッジでは、「宇宙」という題材を用いて子どもの心を動かすことを重視し

ています。JAXA は、「宇宙」というテーマは、自然科学だけでなく日常生活にも関わりが

深く、理科だけでなく社会や音楽であってもプログラムに取り入れることができるとの考

えに立ち、宇宙を通じて様々な領域へのアプローチが可能となるようにプログラムを構成

しています。 
 
② 多くの青少年が関心を持っているテーマ（ものづくり、ロボット）を取り上げる 
 科学技術振興機構（JST）が主催する「ロボット・実験学習メニュー開発」事業では、青

少年が科学技術のおもしろさを体験できる機会を提供するために、「ものづくり」による学

習メニューの開発を支援しています。この事業は、各地の教育委員会が推薦する小中学校

と地域のボランティア団体を対象に、ロボットキットやロボットの製作に必要な工具、材

料などの支援を行うものです。多くの小中学生が関心を持っているロボットという題材を

取り上げることによって、事業の理解増進効果を高めています（学校でロボットの授業を

実施した際に、不登校の生徒が登校してきたという例も報告されています）。 
 なお、今後の課題として、ロボットに関連する科学の分野（電気、力学、半導体など）

を、小中学生がロボットと関連づけて理解することが難しいため、ロボットを取り上げる

授業は技術科への関心は高めることができても、理科への関心向上にはつながりにくいと

いう点があげられています。 
 
(3) 利用者に魅力を感じさせる工夫・演出 

① 参加型で、理解度・満足度を高めるプログラム構成 
サイエンスキャンプのプログラムは、導入の講義から実験や実習に入るようにし、必要

に応じて実験のまとめの時間を入れる構成となっています。最終日には、発表またはディ

スカッションの時間を入れます。できる限り生徒に考えさせて理解度を確認しながら進め

ることとし、内容過多にならないように配慮しています。 
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■サイエンスキャンプのプログラム例 

＜1日目＞

（１）開講式：説明や指導者、参加者の紹介

（２）講義：導入講義

（３）実験：実験開始

（４）見学：研究開発現場や実験装置等を見学

（５）ミーティング：自己紹介やその日のまとめ

＜2日目＞

（１）実験：本格的な実験体験

（２）測定：高性能装置を使った測定体験

（３）観察：最先端装置を使った観察

（４）製作：研究者や技術者の指導を受けなが
ら加工用装置や道具を使ったものづくり

＜3日目＞

（１）まとめ：実験や測定結果のまとめ

（２）発表・ディスカッション：
活動成果を研究者の前で発表

（３）閉講式：サイエンスキャンプ修了証授与

実
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設
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触
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的
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興味・関心
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（出典）科学技術振興機構および科学技術振興財団の資料に基づいて㈱ノルドが作成 

 
なお、工作・実験においては、マニュアルや工作物の型紙などを用意して、単純作業を

容易にしている一方で、工作・実験の成否を決める部分の自由度を高くして工夫の余地を

残し、考察を深められるよう工夫しています。 
 
(4) 理解増進効果を持続・定着させる工夫・仕組み 

① ステップアップしながらの参加が可能なプログラム構成 
 コズミックカレッジでは、キッズコースの次はファンダメンタルコース、その次はアド

バンスコースといったように段階的にコースが設定されており、常に上に目標を持ちなが

ら参加し続けることができます。コースの卒業生である大学生がボランティアの形でコー

スに参加し、子ども達の面倒を見ることもあります。このようにして、参加者の関心が長

期にわたって継続する道筋が確保されています。 
ただし現状では、コース修了者へのフォローアップ体制が確立されていない点が課題だ

とされています。 
 
② 科学研究に参加するだけでなく、貢献できる仕組み 
 統合国際深海掘削計画（IODP）（IODP の国内実施機関は海洋研究開発機構（JAMSTEC））

の参加型教育プログラム「SAND FOR STUDENTS」は、中学生・高校生が身近な河川や

海岸で砂を採集し、世界中の砂のデータベースを作成するというものです。生徒自身の活
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動が最先端の地球科学研究に貢献することは、科学への参加意識向上、理科科目への興味

喚起につながります。また、砂の採集・観察・分析を通じ、地層形成プロセスをはじめと

する地球科学や環境科学の知識が深まることも期待されます。 
 
■「SAND FOR STUDENTS」のスキーム 

プログラム参加中学/
高校の生徒

【野外授業】

＜身近な河川・海岸＞

プログラムサポーター
（科博・JAMSTEC等の
地球科学者、学校教員）

協力
指導

砂の収集、
観察、分析

野外調査の楽しさ・大変さの体験
科学研究の基礎的トレーニング

IODP
JAMSTEC

収
集
試
料

鑑
定
記
述

データベース化
活用

最先端の地球科学研究
と直接リンク

科
学
へ
の
参
加
意
識

プログラム参加中学/
高校の生徒

【野外授業】

＜身近な河川・海岸＞

プログラムサポーター
（科博・JAMSTEC等の
地球科学者、学校教員）

協力
指導

砂の収集、
観察、分析

野外調査の楽しさ・大変さの体験
科学研究の基礎的トレーニング

IODP
JAMSTEC

収
集
試
料

鑑
定
記
述

データベース化
活用

最先端の地球科学研究
と直接リンク

科
学
へ
の
参
加
意
識

IODP
（国際深海掘削計画）

地球環境変動、地球内部構造、地
殻内生物圏の解明を目的とした国

際的な海洋科学掘削計画

（日）
文部科学省

（米）
国立科学財団

＜主導国＞

日本実施機関：JAMSTEC
地球深部探査船「ちきゅう」運用

IODP
（国際深海掘削計画）

地球環境変動、地球内部構造、地
殻内生物圏の解明を目的とした国

際的な海洋科学掘削計画

（日）
文部科学省

（米）
国立科学財団

＜主導国＞

日本実施機関：JAMSTEC
地球深部探査船「ちきゅう」運用

IODPの
アウトリーチ活動

 
（出典）「参加型教育プログラム SAND FOR STUDENTS」Web サイト1を参考に㈱ノルドが作成 

 
(5) 外部主体との効果的な連携 

① 教育現場から、教育活動のノウハウを持ち寄ってもらう 
 コズミックカレッジでは、現役の小中学校の先生が講師として参加するほか、社会教育

活動を行っている宇宙少年団の分団員が運営に関わっており、それぞれのスキルを持った

方々から協力を得ています。 
 サイエンスキャンプでは、大学院生の協力を得ている例もみられます。参加者にとって

は年齢が近いため親しみやすく、大学院生にとっても説明技術を訓練する機会になってい

ます。 
 
② プログラム参加機関に、自組織の特徴を発揮してもらう 
 サイエンスキャンプでは、それぞれの受入機関に対し、その特徴を生かしたテーマの実

                                                  
1 参加型教育プログラム SAND FOR STUDENTS」ウェブサイト、http://www.sand4students.net/ 
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習、実験、観察を重視する内容とすることを求めています。 
 
(6) 組織的なサポート 

① サイエンスキャンプの受入を組織的に実施 
 サイエンスキャンプの受入機関で、これまでに成功しているケースでは、対応を研究者

個人任せにせず、組織として対応していることが特徴です。こうした機関では、事務局に

よるサポートのほか、大学の学長など幹部の理解と協力を得ています。 
 
 
 
☞ チェックポイント 

① プログラムのターゲット層は、明確に設定されていますか。 
② プログラムのテーマ・内容は、ターゲット層の関心・ニーズに合っていますか。 
③ 参加者に魅力を感じさせる工夫・演出をしていますか。 
④ プログラムは、参加者の科学技術への理解度を確実に高めるものになっていますか。 
⑤ プログラムには、何か参加者が「貢献できる」要素はありますか。 
⑥ プログラムには、参加者の継続的な向上心を刺激する要素はありますか。 
⑦ プログラムのプロモーションは、あらゆる利用可能なルートを通じて行っていますか。

⑧ 外部の組織や個人との連携によって、プログラムをより効果的なものにしていますか。

⑨ プログラムをより組織的に実施できるよう努力していますか。 
⑩ 合理的な方法で活動評価を行い、第三者への説明や継続的改善に役立てていますか。 
 
 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


